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～心ひとつに 未来に向かって飛び立つ 躍動のとみさと～  

           

令和８年度富里市施政方針  

令和８年２月１８日 

令和８年３月議会定例会 

                       

〇はじめに  

定例会の開会に当たり、議長より発言のお許し

を頂きましたので、令和８年度当初予算（案）を

はじめ、諸議案の御審議をお願いするに先立ち、

私の市政運営に関します、基本的な考え方など

所信を申し上げ、議員の皆様並びに市民の皆様の

御理解と御協力を賜りたいと存じます。  

 

本市の発展につながりの深い、成田国際空港に  

つきまして、「成田空港第２の開港プロジェクト」

が進められ、新しい一歩を踏み出したところです。 

さらに、「成田空港第２の開港プロジェクト」  

による効果を周辺地域に最大限波及させること

を目的に、千葉県と成田国際空港株式会社で構成
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されるＮＲＴ
ナ リ タ

エリアデザインセンターが令和  

７年４月１日に開設され、令和８年１月２８日  

には、茨城県の一部を含む成田空港周辺１１市町

の エ リ ア 名 称 を 「 ＳＯＲＡＴＯ
ソ ラ ト

 ＮＲＴ
ナ リ タ

 

ＡＩＲＰＯＲＴ
エ ア ポ ー ト

 ＣＩＴＹ
シ テ ィ

」に決定しております。 

一方、令和６年９月に千葉県が示した「成田  

空港周辺における道路整備計画」に基づき、国道

２９６号「富里中央公園前」交差点から県道八日

市場佐倉線までの約２キロメートルの区間 を  

千葉県が県道バイパスとして道路概略設計に  

着手するとともに、本市でも、県道バイパスの  

効果を波及させるため、県道八日市場佐倉線から

根木名川に架かるほたる橋までの約８００メー

トルの区間について道路概略設計に着手してお

ります。  

 令和８年度については、県道八日市場佐倉線の

交差部について千葉県と詳細な協議を行うなど、

道路予備設計に向けた検討を行ってまいります。 
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 また現在、本市では、都市計画マスタープラン

等の土地利用方針の実現を目指すため、更なる  

産業用地の受け皿として、「地域未来投資促進法」

による重点促進区域の設定に向けた調整を進め

ております。  

候補地としては、国道４０９号と国道２９６号

の交差点からおおむね３キロメートルとなる  

地区など、既存のインフラ施設の有効な活用等を

踏まえ、県をはじめ関係機関との協議を行ってま

いります。  

今後も、令和９年度から始まる総合計画後期  

基本計画において、「成田空港第２の開港プロジ

ェクト」の展開など空港周辺地域としてのまちづ

くりを的確に捉え、基本構想に掲げた目指すべき

将来像の実現に向け、積極的に取り組んでまいり

ます。  
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次に、国民健康保険制度につきましては、令和  

７年９月に策定した「富里市国民健康保険財政  

運営方針」に基づき、これまで、被保険者に対し、

丁寧な説明を心掛けてまいりましたが、令和８  

年度からの段階的な保険税率の引上げと、新たに

始まる子ども・子育て支援金制度に加え、納付額

の平準化のため納付回数を９回に増やすなど、  

１月上旬に全ての被保険者世帯に対し、改めて  

個別通知によりお知らせしております。  

今後も被保険者の方には、より丁寧な説明に  

努めるとともに、国民健康保険制度の構造的な  

課題の改善や、被保険者の負担軽減に対する財政

支援の拡充などについて、引き続き、国や千葉県

に対し要望を行ってまいります。  

 

次に、『外国人との秩序ある共生社会の実現』

についてでございます。  
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国において令和７年７月に、外国人との秩序  

ある共生社会の実現に向けた施策を総合的に  

推進するための組織として「外国人との秩序ある

共生社会推進室」を設置し、令和８年１月２３日

には、「外国人の受入れ・秩序ある共生のための

総合的対応策」が関係閣僚会議において、取り  

まとめられたところです。  

そのような中、本市の外国人人口比率は、千葉

県内で最も高いことから、市民の安心・安全の  

確保と共生に向け、千葉県成田土木事務所、成田

警察署及び本市で「富里市外国人安全対策会議」

を設置しております。  

 当会議では、定期的に防犯パトロールを実施す

るとともに「外国人のための生活マナーマニュア

ル」を作成し、転入手続に来庁された外国人や  

外国人が利用される店舗等へ出向き、注意喚起  

並びに日本のマナー、ルールの啓発に取り組んで

いるところです。  
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さらに、令和８年度から新たに、総務部市民  

活動推進課に『外国人安全対策推進班』を設置し、

外国人市民と日本人市民がお互いにルールを  

遵守し、マナーを尊重できる「秩序ある共生」の

実現を本市から発信できるよう、推し進めてまい

ります。  

 

次に、令和７年１２月市議会定例会において  

可決いただきました、０歳から高校生年代までを

対象とする、物価高対応子育て応援手当支給事業

の２万円につきましては、本日、支給対象児童  

５，６１０人にプッシュ型で支給いたします。  

また、令和８年１月市議会臨時会において可決

いただきました「とみちゃんお買い物クーポン」

につきましては、日本大学芸術学部によるクーポ

ンのデザインも決定し、３月上旬の発送に向け  

準備を進めており、結婚から子育てまでの重点  

支援プロジェクトの一環として取り組む「中学校
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生活制服等購入応援金」につきましても、令和  

８年３月中旬から順次、支給できるよう進めて  

おります。  

 

〇令和８年度の予算編成  

それでは、令和８年度当初予算（案）について

でございますが、これまでの歳入改革を継続する  

一方で、市民の御期待に応えられるよう、健康・

福祉・教育の充実を中心に、各施策の実現を目指

し、創意工夫を重ねながら「市民起点」に基づき

積極的に取り組むことで、市民サービスの向上と

地域の発展につながる予算編成を心掛けており

ます。  

各会計の予算規模につきましては、一般会計で

は、前年度と比較して２．１パーセント増の   

１８８億３，９００万円で過去最大の予算規模と

なっております。  
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なお、財政調整基金につきましては、令和８年

度当初予算では、国民健康保険事業の安定的な  

運営を支援するための財政措置や各種事業を  

滞ることなく円滑に進めるため、財政調整基金  

現在高は、１４億３，３８１万８千円となってお

ります。  

次に、国民健康保険特別会計など３つの特別会

計では、前年度と比較して３．９パーセント増の

１０４億１，０００万４千円としたところでござ

います。  

また、公営企業会計の水道事業収益は、前年度

と比較して、１．９パーセント増の１０億  

６，０２６万７千円、資本的収入は、前年度同額

の１億２，０００万１千円、下水道事業収益は前

年度と比較して０．８パーセント減の  

１０億１，２１９万２千円、資本的収入は、前年

度と比較して、１０．９パーセント減の  

１億７，３４７万円としております。  
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続きまして、令和８年度に取り組む５つの重点

事業について、御説明申し上げます。  

 

〇重点事業  

まずは、「結婚から子育てまでの重点支援事業」

についてでございます。  

若い世代の皆様が安心して結婚・妊娠・出産・

育児ができ、子どもたちが健やかに成長する環境

の充実に目を向けた「結婚から子育てまでの重点

支援プロジェクト」につきましては、３か年を

目途
も く と

に、令和７年度から集中的に事業を展開し、

ブラッシュアップとともに継続することで最大

限の効果を目指しています。  

令和７年度の結婚から乳幼児期を中心とした

「ホップ」では、７つの事業がスタートし、ライ

フイベントについて考えるきっかけをつくる「若

者ライフデザインセミナー」や、新婚生活を応援

する「結婚新生活支援補助金」をはじめ、不妊症・
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不育症に悩んでいる方を支援する「不妊症及び不

育症治療費助成事業」、１歳未満の乳児を養育す

る保護者を支援する「赤ちゃんおむつ購入費助成

事業」、子育てなどの悩みや不安を傾聴し、家事・

育児を支援する「家事育児訪問支援事業」の５つ

の事業は、令和８年度も継続して実施します。  

また、子育て世帯とその親世帯の近居を支援  

する「近くであんしん多世代住宅支援補助金」に

ついては、予算規模を拡大するとともに、２４時

間いつでも相談ができる「妊産婦・子どもオンラ

イン相談」については、実証実験から本格導入に

移行いたします。  

さらに、令和８年度の「小・中学生の新生活を

応援」をテーマとした「ステップ」では、既存事

業に加え、新たに５つの事業をスタートします。 
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まず、１つ目は、制服等の購入費用を支援し楽

しい学校生活を応援！！『中学生制服等応援金』

でございます。  

 

本市では、令和５年度から独自の子育て支援  

事業として「とみさと入学お祝い金」を支給して

おりますが、今般の食料品やエネルギー価格を  

はじめとする物価高騰が続く中、中学校就学に  

伴い学校が指定する制服等を準備いただく中で、

市内３中学校の全てが準備を必要としている  

制服及びジャージ上下の費用は、男女で約４万  

３千円から約５万６千円となっており、保護者  

負担も増加の傾向にあります。  

そこで令和８年度は、令和９年４月に中学校に

入学する児童を対象に、新たに２万円を制服等  

応援金として支給するとともに、中学校１学年に

転入・編入した生徒には、制服等の購入費用に  

対し２万円を支給し、２学年及び３学年に転入・



  

- 12 - 

 

～心ひとつに 未来に向かって飛び立つ 躍動のとみさと～  

編入した生徒には、上限２万円として支給いたし

ます。  

これらの取組により、安心して新たな学校生活

が始められるとともに、家庭の経済的負担を軽減

し、本市の宝である子どもたちの健康で豊かな  

成長を応援いたします。  

 

２つ目は、入学おめでとう！教材提供で学びを

サポート！！『小学校スタート応援』でございます。 

子どもたちが安心して学び、健やかに成長でき

る環境づくりにつなげていくために、入学後に  

購入が必要となる様々な学用品のうち、各小学校

で購入時期が重なる学習ドリルを無償で提供  

いたします。  

また、これまで入学する児童を対象に防犯ブザ

ーやランドセルカバーを配布していましたが、  

更に令和９年４月の新入生には、新たに暑さ  

対策も兼ね備えた通学帽子を加えて配布 する  
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ことで、学校生活が始まる子どもたちを応援して

まいります。  

 

３つ目は、子どものやる気を応援！！『ＩＣＴ

を活用した教育の環境整備』でございます。  

令和７年５月に実施した「市内中学校２年生」

を対象としたアンケート調査結果では、将来に向

けて必要な支援として、学習支援に対するニーズ

が高く示されています。  

また、子どもたちを取り巻く学習環境は、家庭

状況や個々の学力差、学習への意欲などにより  

多様化しており、一律の指導だけでは十分に対応

しきれない状況が見受けられます。  

このような課題を踏まえ、児童生徒一人ひとり

の学習状況に応じた、きめ細かな学習支援の充実

を図るため、児童生徒が日常的に活用している  

タブレット端末にＡＩドリルを導入いたします。 

ＡＩドリルは、児童生徒の解答状況や理解度を
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分析し、つまずきやすい学習内容の重点的な復習

や、得意分野を更に伸ばすための問題提示を  

自動的に行うことができる学習ツールであり、  

個別最適な学びの実現が期待できるとともに、  

教員の指導の質の向上にもつながり、学校・家庭・

行政が連携した持続可能な学習支援体制の構築

を進めてまいります。  

 

４つ目は、安心・安全な登下校をサポート！！

『ＧＰＳ端末購入費助成』でございます。  

市内小学校の中には、通学区域が広い学校もあ

ることから、登下校の安全確保は、大変重要とな

ります。  

そこで、日常生活や登下校時に、保護者が子ど

もの位置情報を確認できるＧＰＳ端末の購入に

当たり、希望する保護者に対し、上限額１万円を  

費用の一部として助成し、子どもたちの登下校時

の安全確保に努めてまいります。  
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５つ目は、体調管理で学習に集中！学ぶ環境

を支援！！『インフルエンザワクチン任意予防

接種の費用助成』でございます。  

学校などで集団生活を送る子どもたちにとっ

て、マスクや手洗いなどによる感染対策を十分  

行っていても、インフルエンザの流行期には、  

感染がまん延しやすい状況にあり、受験を控える

児童・生徒にとっても、安心して学習に取り組め

る環境が必要なことから、小・中学生を対象にイ

ンフルエンザ予防接種費用について、１回につき

２千円を助成します。  

また、免疫力低下による重症化などのリスクの

回避を必要とする妊婦や、生後６か月から就学前

児童についても、助成の対象としております。  

今後も引き続き、市民の健康支援と感染症の  

まん延防止に努めるとともに、インフルエンザの

流行状況を把握し、関係機関と連携を図りながら

適切に対応してまいります。  



  

- 16 - 

 

～心ひとつに 未来に向かって飛び立つ 躍動のとみさと～  

以上、新たなテーマである「ステップ」として、

５つの事業を加え展開し、結婚から小中学生まで

の 新 生 活 を 応 援 す る こ と で 、 令 和 ９ 年 度 の  

「ジャンプ」につなげてまいります。  

 

次の重点事業として、「ゼロカーボンの取組  

では、  

まず、『森林の再生により炭素吸収源として、

地球温暖化対策に貢献』についてでございます。 

これまで、富里市森林再生プランに基づき、  

森林再生を着実に進めている一方で、スギ非赤枯
ひ あ か が れ

性溝腐病
せいみぞぐされびょう

の被害を受けている森林が広がり、  

風倒木の危険性が高まっていることから、森林が

有する多面的機能の回復及び被害拡大の未然防

止を図るため、サンブスギ林
りん

総合対策事業補助金

を活用し、森林再生事業を推進します。  

本市といたしましては、被害木の伐倒、搬出、

運搬、跡地への植栽等に対する支援を行うことで、
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健全で多面的機能を発揮できる森林への再生を

進め、多面的機能の回復により、二酸化炭素を  

はじめとする温室効果ガスの吸収促進が期待  

されることから、積極的に取り組んでまいります。 

 

次に、『脱炭素化の推進』の取組についてでご

ざいます。  

本市では、森林環境譲与税を有効に活用し、  

木材利用の促進と森林資源の循環利用に取り組

んでおり、令和８年度は、葉山こども園において

園児が木に親しむことのできる木製おもちゃを  

備えるとともに、身近な公共施設である、富里  

ふるさと自然公園ベンチや市内各公園ベンチの

修繕に国産材を活用します。  

また、木育イベントなどの開催を通じて、子ど

もたちをはじめ多くの皆様が、木と親しむことで、

豊かな心を育み、自然への理解などを深めていた

だくとともに、木材利用の促進を図り、森林の  
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保全と脱炭素化の推進に向けて、引き続き積極的

に取り組んでまいります。  

 

次に、「『ＳＡＦ
サ フ

』で脱炭素社会へ貢献」の  

取組についてでございます。  

気候変動は、私たち一人ひとりにとって避ける

ことができない、喫緊の課題であり、２０５０年・

カーボンニュートラル、脱炭素社会を目指す取組

は、個人だけでなく、企業を含む社会全体で取り

組むことが重要です。  

そのような中、本市におきましては、令和７年

２月に、「富里市ゼロカーボンシティ」宣言を  

行い、「ゼロカーボンシティ」の実現に向け、  

市民、事業者、市民活動団体との連携した取組の

推進を図るため、令和７年１２月から、新たに  

家庭から排出される廃食用油を持続可能な航空  

燃料「ＳＡ
サ

Ｆ
フ

」の原料とする取組を開始したとこ

ろです。  
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現在、クリーンセンター来場者駐車場を回収  

場所としておりますが、令和８年度は、公共施設

４か所を増設することで、回収体制の構築を強化

するとともに、更なる普及啓発を図るなど、ＳＡＦ
サ フ

の取組を推進してまいります。  

 

次に、地球温暖化対策の取組として『公共施設

のＬＥＤ化』についてでございます。  

地球温暖化対策は、将来にわたり良好な環境を  

維持していくため、本市として取り組むべき重要

な課題であり、公共施設において省エネルギー化

を進めることは、環境負荷の低減につながります。 

また、「水銀による環境の汚染の防止に関する  

法律」に基づく規制強化により、令和９年１２月

までに一般照明用蛍光ランプの製造、輸出入が  

禁止され、今後の調達や維持管理に支障が生じる  
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ことから、計画的にＬＥＤ化を進め、電力使用量

の削減と安定的な公共施設運営を図ってまいり

ます。  

令和８年度は、「とみらいテラス」や「すい  

すいキッチン」をはじめとする公共施設８施設に

ついて、交換が必要な蛍光灯の総数４ ,０９４灯

全てをＬＥＤ化し、消費電力の削減及び二酸化  

炭素排出量の抑制に努めるとともに、電気料金や

維持管理コストの削減を図り、限られた財源を  

有効に活用しながら脱炭素社会の実現に向けた

持続可能なまちづくりを推進してまいります。  

 

次の重点事業として、中学生議会において提案

のありました『日本語指導員の充実』についてで

ございます。  

本市では、外国人人口の増加とともに、外国籍

の児童生徒も増加傾向にあり、日本語指導を担当
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する教員や日本語指導員が学級に入り、教科学習

とあわせ日本語面での支援を行うとともに、  

児童生徒一人ひとりの日本語能力や学習状況に

応じて、個別に日本語指導を実施するなどの取組

を進めております。  

令和７年度は、外国人児童生徒等の教育の方針

に基づく「児童生徒支援加配」において、４校の

日本語指導に係る教員配置を千葉県に要望した

ものの、１校のみの配置となっており、未配置の

学校については、市の会計年度任用職員 ３名  

による日本語指導員や日本語指導ボランティア

で対応しているところです。  

そのような中、令和８年２月１日現在で、市内  

小中学校には、外国籍の児童・生徒が１６９名、

日本語指導を必要としている児童・生徒が１２４

名在籍しており、学習支援や学校生活支援への  

更なる対応が喫緊の課題となっています。  

令和８年度につきましては、県に対して引き  
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続き４校の加配を要望しているところでありま

すが、加配教員と市の会計年度任用職員の計７名

で日本語指導が行えるよう、一層の充実を図って

まいります。  

今後も、小中学校全ての児童生徒に学習機会を

均等に与え、安心して学び、将来に向けて自立で

きる教育環境の整備に努めるとともに、引き続き、

国や千葉県に対し、日本語指導に係る人員の配置

や財政支援など要望してまいります。  

 

次に、『こども１１０番の家』看板リ二ユーア

ルの提案についてでございます。  

「こども１１０番の家」は、犯罪に巻き込まれ

るなどの危険な状況に遭遇した際、助けを求めて

きた子どもを保護し、警察への通報等を行う  

子どもを守るボランティア活動の一環として、地

域の住宅や事業所、店舗に御協力いただく防犯の

取組です。  



  

- 23 - 

 

～心ひとつに 未来に向かって飛び立つ 躍動のとみさと～  

本市に在住する外国籍の子どもは、年々増加の

傾向であり、全ての子どもにわかりやすい「こど

も１１０番の家」看板にリニューアルするととも

に、市内約１，４００か所の「こども１１０番の

家」協力店舗等に設置し、地域全体の防犯意識の

更なる向上を図り、子どもに対する犯罪の未然防

止や、通学路の安全確保につなげてまいります。 

また、市内の小中学校やＰＴＡ連絡協議会を  

はじめとした関係団体と連携し、「こども１１０

番の家」への登録協力者の掘り起こしにも積極的

に取り組み、地域全体で子どもを見守る体制の  

充実を図ってまいります。  

 

次の重点事業として、『都市計画道路３・４・

２０号成田七栄線の整備』についてでございます。 

本都市計画道路は、平成２８年度より、日吉台

交番前付近から七栄北新木戸土地区画整理事業

区域までの未整備区間に着手しており、令和  



  

- 24 - 

 

～心ひとつに 未来に向かって飛び立つ 躍動のとみさと～  

７年度は、車道４４２メートル、歩道４９２メー

トルの道路改良工事などを実施いたしました。  

令和８年度につきましては、延長８７０メート

ルの舗装工事や区画線工事のほか、道路照明灯の

設置、交差点部分のカラー舗装など、交通安全  

対策工事を行い、令和８年度中の開通を目指して

おります。  

また、本都市計画道路の開通を控え、沿道地域

や周辺地域において、都市的土地利用への転換が

旺盛であり、令和６年１２月には「日吉倉離山  

地区」に、複合商業施設の地区計画が決定され、

更に「七栄北新木戸北部地区」には、事業規模約

１０ヘクタールの複合商業施設の地区計画が  

民間事業者の都市計画提案により決定される  

見込みであり、令和８年２月１６日、千葉県との

法定協議が整ったところであります。  

また、土地区画整理事業地区内の富里インター

チェンジ前の未利用地であった土地は、区画道路
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の整備進展により、土地の有効活用が可能となっ

たことから、民間事業者による自動車販売店舗の

オープンが４月に予定されています。  

このように、本市の都市計画マスタープランに

掲げる将来都市像の実現に向けて、玄関口として

ふさわしいまちづくりが着実に進展しており、今

後も引き続き、多くの人が集い、交流する「にぎ

わい拠点」の形成を目指してまいります。  

 

次の重点事業として、『小・中学校施設維持  

管理事業』についてでございます。  

本市においては、昭和５０年代からの人口急増

に伴い、小・中学校の建設を進めてまいりました

が、現在、多くの校舎は、建設から４０年以上が

経過し老朽化が進み、その都度、部分的な補修工

事を実施してまいりました。  

しかしながら、施設の経年劣化による不具合等

が散見されることから、子どもたちの安全な学習
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環境を確保するため、本市において平成２９年  

３月に策定し、令和７年１１月に時点修正を行っ

た「富里市校舎等改修改築環境改善計画」に基づ

き、令和８年度から２か年を目途
も く と

とし、全小・  

中学校校舎の躯体について、水平耐力やコンクリ

ート圧縮強度などの構造耐力、鉄筋腐食度などの

健全度、敷地条件などの立地条件を調査し、耐力

度の調査を実施いたします。  

令和８年度は、令和８年３月末日時点で、竣工

から４４年以上が経過する、富里小学校第１校舎、

第２校舎、富里第一小学校校舎、富里南小学校  

第１校舎、日吉台小学校第１校舎、富里中学校  

第１校舎の５校１０棟
とう

について調査を行います。 

今後は、本調査結果を踏まえ、学校施設の長寿

命化改修工事を計画的に進め、子どもたちの安全

確保と教育環境の維持・向上に努めてまいります。 
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〇主な予算事業  

 続きまして、主な予算事業につきまして、御  

説明させていただきます。  

 

まず、『コンビニ交付サービスにおける証明書

交付手数料の減額』についてでございます。  

本市では、市民の利便性向上と行政サービスの

効率化を目的として、マイナンバーカードを活用

したコンビニ交付サービスを推進してまいり  

ました。  

現在、コンビニエンスストアで取得可能な  

証明書は、市民の皆様が利用する機会が多い  

「住民票の写し」、「印鑑登録証明書」、「課税

（非課税）証明書」、「所得証明書」の４種類で

あり、御自身の生活スタイルに合わせて手軽に  

証明書を取得できる利便性の高さから、コンビニ  

エンスストアでの交付件数は、「住民票の写し」、  

「印鑑登録証明書」については、令和３年度と  
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比較すると３倍以上の交付件数となっておりま

す。  

今後は更に、コンビニ交付サービスの利用促進

を図るため、令和８年７月１日から令和１０年  

３月３１日までの間、コンビニ交付サービスに  

限り、証明書交付手数料を３００円から２００円

とし、近隣市町と同様に減額をいたします。  

コンビニ交付サービスの交付手数料の減額に  

より利用促進を図ることで、いつでも、どこでも

市民の方の都合で証明書が取得できるといった

利便性につながることに加え、マイナンバーカー

ドの更なる普及により、マイナポータルを利用  

した様々な行政手続への移行の促進も期待され

るところです。  

今後も、マイナンバーカードをはじめとする  

デジタル技術の活用を通じて、市民一人ひとりの  

暮らしや行動に寄り添った、更に利用しやすい行

政サービスの提供に取り組んでまいります。  
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次に、『公共交通機関推進事業』についてでご

ざいます。  

令和４年１０月の運行開始から、多くの市民の

皆様に御利用いただいているデマンド交通「キャ

ロリン」号につきましては、利用しやすい地域公

共交通となるよう、適宜、見直しを行いながら進

めております。  

令和７年４月から令和７年１２月までの利用

者数は延べ４万２，７６０人、令和６年度の同時

期と比較しますと約６．６％の利用者の増と、  

順調な広がりがみられる一方で、医療機関への  

通院や商業施設への買い物などで平日の午前中

に利用が集中し、予約が取りづらい状況が生じて

います。  

そこで、これまでの運行実績の検証をもとに、 

令和８年４月の運行から、平日午前中の混雑が  

みられる時間帯に運行車両を増車し、混雑状況の

緩和を図る一方で、人件費や物価の高騰の影響を  
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受け、増加が見込まれる運行経費の抑制のため、

利用が少ない土・日・祝日の車両を減車し、混雑

緩和と経費抑制の両面で効果が得られる運行  

体系により、デマンド交通の利便性向上に努めて

まいります。  

 

次に、『乳児等支援給付事業』についてでござ

います。  

令和８年４月から全国的に開始される「こども

誰でも通園制度」は、全ての子育て家庭に対し、

多様な働き方やライフスタイルにかかわらない

形での支援を強化するもので、保育所等に通って

いない生後６か月から３歳未満の子どもを対象

に、月１０時間までの範囲内で就労要件を問わず、

保育所等の利用が可能となります。  

本市におきましても、令和８年４月から葉山  

こども園において「こども誰でも通園制度」を実

施するとともに、その他の保育園や小規模保育事
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業所については、現在、実施に向けた事前協議を

行っております。  

 今後も、本制度により同年代の子どもと関わる

機会を確保し、保護者が専門的な助言を受ける  

ことで育児への不安や負担の軽減を図り、子育て

を地域全体で支える体制の充実に取り組んでま

いります。  

 

次に、『成年後見推進事業』についてでござい

ます。  

高齢化の進展や核家族化が進む中、認知症、  

知的障害、精神障害などにより判断能力が十分で

ない方を、地域で支えていく仕組みづくりの  

重要性がますます高まってきております。  

「成年後見制度」は、契約や手続などをする際、 

本人の意思を尊重し、心身の状態や生活状況に  

配慮しながら、法律面や生活面でその人らしい  
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暮らしを支援する制度ですが、「どこに相談すれ

ばよいのかわからない」、「利用する際の手続が

難しい」といった課題が指摘されております。  

本市では、地域で権利擁護支援を必要とする  

方が適切な支援を受けられるよう、中核機関を  

担う「成年後見サポートセンター」を、現在、  

法人後見事業を実施している、富里市社会福祉  

協議会内に設置・運営委託し、成年後見制度の  

利用に関する相談や利用促進のための広報・普及

啓発を行うことで、安心して本人の意思と権利が

尊重される地域づくりを推進してまいります。  

 

次に、『経営体育成支援事業』についてでござ

います。  

農業が基盤産業である本市では、記録的猛暑に

より特に影響を受けている大型パイプハウスを

中心に、気候変動による夏季の高温対策や、微小

害虫が媒介するウイルス病などによる病害虫  
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防除の支援にいち早く取り組んでおります。  

しかしながら猛暑は、農作物だけでなく、炎天

下で日々作業を行う農業従事者にとっても、熱中

症などのリスクと隣り合わせの状況となって  

います。  

そこで、令和８年度は、これまでの高温対策や

病害虫対策への支援の継続とともに、高温下での

体調管理を行うための効果的な適応技術の普及

促進を図るため、熱中症予防に効果の高い、身体
か ら だ

を冷やすための衣類や機器の導入に対し、支援を

拡充いたします。  

今後も、適応技術の普及を促進し、安定的な農

業経営による富里農業の持続的発展を目指して、

千葉県、農業関係団体、生産者、企業等の関係者

で連携しながら、地域が一体となって基盤産業で

ある農業を支えてまいります。  
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次に、『有害鳥獣被害防止総合対策事業』につ

いてでございます。  

近年、有害鳥獣を取り巻く自然環境の変化等に

より、本市でもイノシシが市街地に出没するなど、

有害鳥獣の生息分布が拡大し、人への被害や生活  

被害等が懸念されるとともに、農作物への被害は、

深刻な問題となっています。  

そこで、令和８年度においては、千葉県内でも

例のない、野生鳥獣被害対策を専門に担う職員  

１名を農政課内に配置します。  

当該職員は、野生鳥獣による被害や行動状況を

把握し、生息調査及び捕獲対策の効果検証に基づ

く、鳥獣害対策の企画立案や対策を実施すると  

ともに、捕獲技術習得や向上に対する支援、生息

状況を踏まえた地域指導、組織づくりへの支援を

行うなど、市民の皆様の安全対策や農作物被害  

対策の更なる強化を図り、鳥獣害対策をより効果  
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的かつ効率的に進めるための体制を整えてまい

ります。  

 

次に、『観光推進事業』についてでございます。  

本市は、江戸時代から馬と深い関わりを持ち、

「馬のふるさと富里」として、独自の歴史と文化

を育んでまいりました。  

そこで、関係機関や関係団体等と連携し、新た

に「とみさと馬と共に輝くまち実行委員会」を  

令和８年２月下旬を目途に設置し、本市が培って

きた馬の歴史や文化について、「学べる」 ・  

「体験できる」機会を創出し、地域の活性化につ

なげることで、江戸時代から続く馬文化を次代に

継承してまいります。  

 令和７年５月に開催いたしました、本市主催に

よる「とみさと未来馬フェスタ」につきましては、

主催を実行委員会に移行することで、馬とのふれ

あいや、馬に関わる仕事を体験できる企画など、 
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更なる充実を図り、令和８年５月の開催を目指す

とともに、市民はもとより、来訪者に富里ならで

はの特別な体験を提供できるイベントなどに  

より、交流人口の拡大につなげてまいります。  

令和８年は、干支が午年であり、本市にとって、 

「馬」の魅力を改めて広く発信していく好機と  

捉え、今後も地域資源である馬を活用しながら、

新たな掘り起こしと魅力ある観光事業の実現に

努めてまいります。  

 

次に、『公園施設整備事業』についてでござい

ます。  

今後も躍動する「とみさと」であり続けるため

に、希望と活力がある元気なまちに発展するよう、

令和４年１０月に「とみさと元気なまち宣言」を

行いました。  

宣言のひとつである「運動を楽しく続けて、  
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健康づくり」に市民の皆様に取り組んでいただけ

るよう、令和８年度は、富里中央公園及び日吉台  

中央公園に、背伸ばし運動やスクワット運動が  

できる健康遊具を設置いたします。  

公園は、利用者にとって憩いの場であるととも

に、遊びや運動などにより、身体機能や体力の  

維持を図る施設としても利用できる空間である

ことから、市民一人ひとりの健康寿命の延伸の

一助
いちじょ

となる施設として、元気な身体づくりに御利

用いただきたいと考えております。  

 

次に、『常備消防車両整備事業』についてでご

ざいます。  

近年、自然災害は、いつ、どこで発生するか  

予測困難な状況にあるとともに、本市における  

救急出動件数も増加傾向であり、消防職員に求め

られる役割は、より高度で複雑になっています。 

このような状況下において、災害対応能力を  
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一層強化することが必要不可欠であることから、

高い消火効果を発揮する「圧縮空気泡消火装置」

を装備した水槽付消防ポンプ自動車１台と、傷病

者を安全かつ円滑に搬送するため、電動で昇降が

可能な「電動ストレッチャー」を搭載した高規格

救急自動車１台を更新いたします。  

今後も、長期的な視点に立った計画的な車両  

更新に努めながら、複雑多様化する災害に的確に

対応できる消防体制の強化を図り、将来にわたり

市民の皆様が安心して暮らせるまちづくりを  

推進してまいります。  

 

次に、『学校給食費無償化』についてでござい

ます。  

令和８年度から、国による公立小学校学校給食

費の負担軽減策として支援が決定されましたが、

給食費と国の基準額との差額によっては、保護者

が負担するケースや、一定の保護者負担を求める
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検討を行っている自治体もあると伺っておりま

す。  

本市においては、子育て世帯支援のため、経済

的負担が大きくなる市立中学校の学校給食費  

完全無償化を実施しており、国の支援を踏まえ、

令和８年度から市立小学校の学校給食費の完全

無償化を実現するとともに、給食の質や安全性を

確保し、地元食材の活用や食育の充実にも引き続

き取り組んでまいります。   

 

次に、『旧岩崎家末廣別邸保存活用事業』につ

いてでございます。  

別邸の主屋につきましては、令和７年４月２６

日に一般公開を開始してから、令和８年１月末日

までに、３，９１４人の方々が来館し、歴史や  

文化に触れ、関心を寄せていただいております。 

令和８年度におきましては、主屋とともに国登

録有形文化財に登録され、公園の歴史的景観を  
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構成する重要な文化資産である東屋について、  

近年、老朽化が加速していることから、文化財と

しての価値を将来にわたり適切に保存していく

ため、補修工事を実施し、末廣農場往時
お う じ

の景観の

継承とともに文化財の更なる活用を図り、本市の

魅力発信を強化してまいります。  

 

次に、国民健康保険特別会計での事業となりま

すが、『賦課徴収事業』についてでございます。 

本市の外国人人口の比率は高く、国民健康保険

外国人被保険者についても年々増加傾向にあり、

言語の問題から制度の周知や納付勧奨が困難な

状況となっていることから、保険税の滞納者が  

増加している状況です。  

本市の住民基本台帳をベースとした国籍別  

年齢別男女別人員調査表では、近年、スリランカ  

及びベトナム国籍の住民が急増しており、このよ

うな状況を踏まえ、シンハラ語とベトナム語を  
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話すことができる専門のオペレーターを令和８

年度から国保年金課の窓口に配置します。  

対象者には、各言語による電話や文書等での  

納付勧奨を効率的かつ早期に行うことにより、  

納付意識の高揚と累積滞納の防止を促進し、国民

健康保険税の徴収率の向上を図るとともに、国民

健康保険制度の健全な運営に努めてまいります。 

 

次に、介護保険特別会計での事業となりますが

『地域密着型介護施設の運営費補助制度』の創設

についてでございます。  

高齢者人口がピークを迎える２０４０年問題

は、本市においても重要な課題であり、介護に  

おける施設整備の更なる充実を図る必要があり

ます。   

高齢者の方が住み慣れた地域で安心して暮ら

していくためには、近年の介護人材不足や物価  

高騰などの影響による課題を解決し、事業者が  
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安定した施設運営をできるよう支援する必要が

あることから、千葉県で初となる運営費補助制度

を令和８年度に創設いたします。  

助成の対象は、現在策定中の第１０期の介護保

険事業計画に基づき、令和１１年度までに新規に

「地域密着型介護老人福祉施設」、「認知症対応

型通所介護」、「定期巡回随時対応型訪問介護  

看護」を整備された事業者といたします。  

これらの介護施設は、比較的小規模であること

から、立ち上げ期の安定した運営を支援するため、

開設後３年間の各年度における運営状況におい

て、収支が赤字になった場合、翌年度の運営費補

助を行うものです。  

令和８年度の事業運営から対象とすることか

ら、予算計上は令和９年度となりますが、積極的

に事業周知に努めてまいります。  
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本補助制度により、長年未整備であった介護施

設の整備が期待されることから、今後も「地域で

つながりあういつまでも自分らしく暮らせる  

元気なまち」を目指してまいります。  

 

 以上、令和８年度に取り組む主な予算事業につ

いて御説明いたしましたが、最後に、御報告させ

ていただきます。  

 令和７年１２月市議会定例会における常任委

員会にて、三菱グループ関連企業の皆様が、  

本市に来訪いただいたことを触れさせていただ

きました。   

その後、三菱グループとの連携の第一歩として、

令和８年１月１６日、明治安田生命ビレッジ丸の

内において、グループ企業である明治安田生命保

険相互会社様の御協力のもと、高知県安芸市、岩

手県雫石町、東京都台東区とともに、岩崎家ゆか

りの地物産展を開催いたしました。  
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 さらに、令和９年３月から横浜市で開催される

「ＧＲＥＥＮ
グ リ ー ン

×ＥＸＰＯ２０２７
エ ク ス ポ ニ ー ゼ ロ ニ ー ナ ナ

（２０２７年  

国際園芸博覧会）」において三菱グループでは、

「みんなで繋ぐ、豊かな地球」をテーマとした  

「三菱みんなの未来館」の出展が決定したことか

ら、岩崎久彌氏にゆかりのある本市としても、  

好機と捉え、ＰＲの機会をいただけるようお願い

するなど、更なる協力と連携を図ってまいります。 

 

以上、市政に対する所信の一端と、重点事業  

並びに主な事業を申し上げさせていただきまし

た。  

今後も、歳入改革はもとより、市民の声に耳を

傾けながらスピード感を持ち合わせ、かつ、一つ

ひとつ丁寧に、施策の推進に努めてまいりますの

で、議員の皆様並びに市民の皆様の御理解と御協

力をお願い申し上げ、施政方針といたします。  


